
徹底節電　丸亀夏の陣 
保険料（税）通知書を送付します 
後期高齢者医療制度 
セカンドブック事業スタート 
まるがめボート新スタンドオープン 
 

私の丸亀 思い出の風景 笘 

山北町  白川　光夫さん 大輪の花 
理髪業のかたわら絵筆を握って葉書大から100 

号のサイズまで、キャンバスに古里の思い出や感動を 

留めています。毎年妻と一緒に見た花火大会。この年の「大輪」 

は、ひときわ大きく、鮮やかで、大観覧車がドーンと丸亀の夜空に浮かび上が 

ったようでした。知人に誘われ、平成19年の「うちわに描こう絵画展」（市文化協会主催）に

出品したところ、最優秀の栄をいただき、店に飾って時々思い出に浸っています。 
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市
役
所
で
は
　
暑
か
っ
た
お
と
と
し
よ
り 

　
　
10
％
削
減
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す 

●
冷
房
1
時
間
短
縮
　
設
定
温
度
２８
℃  

●
「
節
電
重
点
１０
対
策
」
の
実
施 

▽
節
電
パ
ト
ロ
ー
ル
▽
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
設
定
▽
コ
ピ
ー
機
な
ど
の
省
エ
ネ
モ
ー

ド
の
設
定
な
ど
、「
10
の
対
策
」を
決
め
て
全
庁
で
徹
底
し
た
節
電
に
努
め
ま
す
。 

●
庁
舎
内
蛍
光
灯
の
間
引
き
と
自
然
光
活
用 

　
市
役
所
な
ど
に
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す 

　
市
民
み
ん
な
で
、
節
電
に
取
り
組
み
、
丸
亀
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 
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23

　国民健康保険税は、①医療分②後期高齢者支援分③40～64歳

の加入者が負担する介護分を、加入者の所得や資産に応じて算

出し、加入世帯の世帯主が負担します。 

　正しい税額計算のため、保険加入者で所得の無い人も所得の

申告をお願いします。 

　介護保険料は、介護を必要とする人が受けるサ

ービスの種類や量を予測して、３年に一度見直し

を行っています。 

　市は、今年３月に介護保険事業計画および高齢

者福祉計画を定め、平成24年度から26年度までの

介護サービスの必要量を推計し、65歳以上の皆さ

んに負担していただく保険料を決定しました。 

〈主な改正点〉 
・基準となる第４段階の保険料を、年額57,000円
　に定めました。 

・被保険者の負担能力に応じた保険料となるよう、
　各段階の割合を変更しました。 

・保険料の上昇に伴う、被保険者の負担増を配慮
　し、第３段階を細分化して「特例」を設けました。 

　平成24年度の国民健康保険・介護保険・後期高

齢者医療保険の各保険料（税）通知書を、7月中旬

に送付します。 

　通知書が届いたら、内容を確認してください。 

　後期高齢者医療保険料は、所

得割額と均等割額を合計した金

額です。所得の低い人、社会保

険などの扶養に入っていた人、

世帯・加入者数などの状況によ

り、各種軽減措置があります。 

　なお、今年度から限度額が

55万円に変更されます。 

■平成24年度の国民健康保険税率 

■平成24年度～26年度の介護保険料 

■平成24年度の 
　後期高齢者医療保険料 1.5% 

6.0% 

7,800円 

4,300円 

120,000円 

24,510円 

28,500円 

35,910円 

42,750円 

49,590円 

57,000円 

66,690円 

76,380円 

94,050円 

102,600円 

114,000円 

第1段階 

第2段階 

第3段階（特例） 

第3段階 

第4段階（特例） 

第4段階（基準額） 

第5段階 

第6段階 

第7段階 

第8段階 

第9段階 

所得段階 保険料年額 対　　　象　　　者 

・生活保護受給者 ・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人 

本
人
が
市
民
税
非
課
税 

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人 

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超え120 
万円以下の人 

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円を超える人 

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人 

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える人 

前年の合計所得金額が125万円未満の人 

前年の合計所得金額が125万円以上200万円未満の人 

前年の合計所得金額が200万円以上400万円未満の人 

前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満の人 

前年の合計所得金額が600万円以上の人 

本人が 
市民税課税 

同一世帯 
全員が 

市民税非課税 

同一世帯に 
市民税課税者 
がいる 

③介　護　分 
（40歳～64歳） 

1.8% 

3.0% 

5,500円 

5,000円 

140,000円 

②後期高齢者 
支援分 

7.2% 

18.0% 

27,000円 

27,000円 

510,000円 

所　得　割 

資　産　割 

均等割（１人当たり） 

平等割（１世帯当たり） 

限　度　額 

①医　療　分 区　　分 

均等割額（１人当たり） 

47,200円 

所　得　割　額 

（総所得－基礎控除33万円）×8.81％ 

後期高齢者医療保険料（限度額55万円） 

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料 

保険料（税）決定通知書を送付します 保険料（税）決定通知書を送付します 

税　務　課 
蘂24-8857

65歳以上の介護保険料が変わります 高齢者支援課 蘂24-8807 税　務　課 蘂24-8857

　税率・限度額は平成23年度から変更ありません。 

環境省ホームページ「みんなで節電アクション」より 

家庭家庭でできる節電節電 
つのポイント 
家庭でできる節電 
つのポイント 

こまめにスイッチオフ！ 

エアコンで節電！ 
こまめにフィルターを掃除し、設定
温度や風向きを調整しましょう 

冷蔵庫で節電！ 

照明で節電！ 
器具の掃除で明るさアップ。場所
に応じて明るさを調整しましょう 

テレビで節電！ 
省エネモードなどを活用し、画面の
明るさを調整しましょう 

他にもこんなところで節電！ 
炊飯器や電気ポットの保温を控え
たり、温水便座の設定温度を低く
したりなど、生活スタイルを見直し
ましょう 

必要な時・場所以外は電源を
切りましょう 

待機電力を削減！ 
使用していない時は、コンセントを
抜きましょう 

詰め込み過ぎに注意し、扉の開閉
も短くしましょう 

節
電
じ
ゃ
〜 

丸
亀 

夏
の
陣 

丸
亀 

夏
の
陣 

節電じゃ～ 節電じゃ～ 



後期高齢者医療制度のお知らせ 

市　民　課 
蘂24-8810

45

　平成24年度について、要件を満たす人に

は、新たな「限度額適用・標準負担額減額

認定証」を７月下旬に郵送しますので、手

続きは不要です（世帯に所得未申告の人が

いる場合は、申告後に申請が必要です）。 

　区分Ⅱの人で、新たに90日を超えて入院

した場合は、被保険者証・印鑑・現在お持

ちの同認定証・入院日数を確認できる領収

書などを持参し、再度申請してください。 

　８月から使える、新たな被保険者証を被

保険者１人１枚ずつ「特定記録郵便」で、

７月８日以降、『黄色の封筒』で送付します。

（記載内容は、６月29日時点のデータを基に、

県下一括で作成されています。その後変更

のあった人は、別色の封筒で送付します。） 

平成23年度（平成23年8月1日～平成24年
7月31日）に「後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証」の交付を受けた人へ 

保険課 蘂24-8842

カードサイズ 

橙色 

橙色 
黄色 

後期高齢者医療制度のお知らせ 

免除制度・猶予制度 
～限度額適用・標準負担額減額認定証～ 

後期高齢者医療被保険者証を 
送付します。 あ

な
た
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

ぜひご利用ください 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド 

●対象者 

●手続きに必要なもの 
・被保険者証　・印鑑 

　平成24年度の住民税が非課税の世帯に属する人は、申請により8月1日以降適用の「限度額適用・標準負
担額減額認定証」が交付されます。（平成23年度「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの人は、
申請の必要はありません）。 
　この認定証は、医療機関などの窓口に提示することで、一部負担金や入院の際の食事代が減額されるもの
です。療養病床に長期間入院している人は、食事代の負担額などが下表と異なりますので、お問い合わせく
ださい。 

世帯全員が住民税非課税ですか？ 

入院の負担額・ 
食事代が減額 

（減額非該当） 
一　般 

はい 

はい 

いいえ 

区分Ⅰ 区分Ⅱ 

はい 

〈負担額〉 

いいえ 

各収入から所定の控除を差し引いたら、いずれの
所得も0になりますか？  
（ただし、収入が年金のみであれば、その年金収入
額が80万円以下の人） 

1か月の自己負担限度額 

※申請月から過去1年以内で、区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認定を受けてい 
　た期間の入院日数 

新しい保険証は、両端の色が水色から橙色に変更 
されました。 

外　　来 
（個人単位） 

食 事 代 
（1食あたり） 外来＋入院 

（世帯単位） 

12,000円 44,400円 

  8,000円 

210円 

260円 一　　　　　般 

区　　分　　Ⅰ 

区　　分 

区分Ⅱ 

160円 

100円 

24,600円 

15,000円 

過去1年の合
計入院日数が
90日※以内の
場合 

過去1年の合
計入院日数が
90日を超える
場合※ 

蘰
顔
写
真
付
き
と
写
真
な
し
が
選
択

　
で
き
、
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
、

　
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

　
で
き
ま
す
。 

蘰
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
あ
と
、

　
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き

　
ま
す
。 

蘰
ほ
か
の
市
町
村
で
も
丸
亀
市
の
住

　
民
票
（
本
籍
省
略
）
を
受
け
取
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
顔

　
写
真
付
き
カ
ー
ド
の
み
）。 

蘰
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
必
要
な
電
子

　
証
明
書
を
記
録
で
き
ま
す
（
た
だ

　
し
、
別
途
申
請
手
数
料
５
０
０
円

　
が
必
要
）。 

  

　
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
、

官
公
署
発
行
の
本
人
確
認
書
類
、
印

鑑
を
持
参
し
て
、
市
民
課
ま
た
は
各

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
担
当

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
発
行
手
数
料
迯
5
0
0
円 

　
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を
希
望
す

る
人
は
、
無
帽
無
背
景
で
、
６
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
縦
45
詬
×
横
35
詬

の
写
真
が
必
要
で
す
。 

※
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
に
は
数
日
か

か
り
ま
す
。 

   

　
現
在
、
有
効
な
住
基
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
る
人
が
、
市
外
に
転
出
す
る

場
合
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

で
継
続
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
（
た
だ
し
、
電
子
証
明
書
は

市
外
転
出
に
よ
り
失
効
し
ま
す
）。 

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
へ
。 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
特
徴 

7
月
9
日
か
ら
 

転
出
後
も
利
用
が
可
能
に 

カ
ー
ド
の
申
請
方
法 

　
自
営
業
、

退
職
者
（
失

業
）
な
ど
の

第
一
号
被
保

険
者
（
学
生

以
外
）
で
、

保
険
料
の
納

付
が
困
難
な

場
合
、
申
請

に
よ
っ
て
保

険
料
の
免
除

ま
た
は
猶
予

が
受
け
ら
れ

ま
す
。 

　
申
請
は
、
年
金
手
帳
、印
鑑
、失
業

な
ど
の
場
合
は
離
職
票
を
持
参
し
、

市
民
課
ま
た
は
各
市
民
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
は
、

前
年
所
得
が
審
査
対
象
で
す
。
確
定

申
告
な
ど
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
保
険
料
免
除
制
度 

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
に
応
じ
、
全
額
、
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
４
段

階
で
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
全
額
免
除
以
外
は
、
定
め
ら
れ
た

一
部
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

未
納
に
な
り
ま
す
。 

《
免
除
を
受
け
た
場
合
》 

●
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

●
受
給
金
額
は
免
除
さ
れ
た
割
り
合

　
い
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
（
追

　
納
制
度
あ
り
） 

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
学
生
を
除
く
30
歳
未
満
の
人
で
、本

人
・
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

《
猶
予
を
受
け
た
場
合
》 

●
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す 

●
追
納
し
な
い
限
り
受
給
金
額
に
算

　
入
さ
れ
ず
、
減
額
と
な
り
ま
す
（
追

　
納
制
度
あ
り
） 

―
―
　
―
　
―
―
　
―
　
―
― 

〜
追
納
制
度
と
は
〜 

　
免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、

受
給
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険

料
を
納
付（
追
納
）で
き
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
付
け
ら
れ

ま
す
。 

　
な
お
、
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受 

け
た
年
度
か
ら
起

算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算

額
が
付
き
ま
す
。 

国民年金のお知らせ 

　　　　　市民課 蘂24-8945 
善通寺年金事務所 蘂62-1660

だいだい 



7月は 

「家庭教育啓
発月間」 

子どもが夏
休みに入る

この時

期を、家族
全員で生活

習慣を

見直す機会
にしましょ

う。 

早寝早起き朝
ごはん・

親子朝ごはん
づくり教

室（市家庭教
育セミナ

ー）などを開催
中！！ 

笆 

子
育
て
が
し
や
す
く
、
誰
も
が
安

心
し
て
、
健
康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。 

時
代
の
潮
流
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
様
々
な
行
政
課
題

の
解
決
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

健康福祉部長　宮崎　弘俊 

地域子育てひろば たんぽぽ（東小川） 

公募で決まった「ご当地ナンバー」 

企画財政部長　大 林 　諭 

市政市政の窓 市政の窓 

１２ 67

健
康
福
祉
部 

企
画
財
政
部 

　
健
康
福
祉
部
は
、
市
民
の
健
康
増

進
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今

年
度
は
次
の
目
標
を
掲
げ
、
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

①
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
と
連
携
・
協
力
し
て
、
地
域
で
の

「
見
守
り
活
動
」
を
推
進
し
ま
す
。 

②
保
育
所
の
耐
震
化
や
統
廃
合
・
民

営
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
病
児
・

病
後
児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
を
充

実
し
ま
す
。 

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
働
で
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
事
業（
ひ
ろ
ば
型
）

の
拡
充
や
発
達
障
が
い
児
の
支
援
を

行
う
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
会
員
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、

子
育
て
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

④
新
た
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

整
備
す
る
た
め
、
実
施
事
業
者
を
募

集
・
選
定
し
ま
す
。 

⑤
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ラ

ン
チ（
相
談
窓
口
）を
開

設
し
て
、
高
齢
者
の
総

合
相
談
を
充
実
し
ま
す
。 

⑥
各
種
健
診
の
受
診
率

や
予
防
接
種
の
接
種
率

を
向
上
さ
せ
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。 

　
健
康
福
祉
部
は
こ
の

よ
う
な
施
策
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
企
画
財
政
部
は
、
政
策
課
、
財
政

課
、
管
財
課
、
税
務
課
、
綾
歌
・
飯

山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
を
所
管
し
て

お
り
、
政
策
立
案
や
税
財
政
、
財
産

管
理
な
ど
の
市
政
運
営
全
体
に
関
わ

る
業
務
か
ら
、
２
つ
の
市
民
総
合
セ

ン
タ
ー
で
の
窓
口
業
務
ま
で
、
幅
広

く
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
企
画
財
政
部
の
重
点
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
自
治
基
本
条

例
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
住
民
自
治
の
進
展

を
図
り
ま
す
。 

②
本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
「
丸
亀
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
沿
っ

て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

③
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
を
推
進
し
、

近
隣
市
町
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域

の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。 

④
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
持
続
可

能
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
、

「
行
政
改
革
」
を
推
進
し
ま
す
。 

⑤
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
取

り
組
み
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ

た
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。 

⑥
「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」
の
拡
充
や
「
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
」
の
導
入
な
ど
、
貴

重
な
税
収
入
の
確
保
と
納
税
意
識
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。 

　新しいことを始めるきっかけづくりとして「初心者向
け」の体験学習型講座、まちづくりや市民に役立つ内容
の講座の企画・運営者を募集します。 
　あなたがこれまでに得た知識や体験などを生かし、「あ
ったらいいな」と思うことを形にしてみませんか。 

あなたも企画企画・運営運営を 
してみませんか 

市民市民ライフアップ講座講座 

あなたも企画企画・運営運営を 
してみませんか 

市民市民ライフアップ講座講座 

あなたも企画・運営を 
してみませんか 

来春小学校へ入学するお子さんへ 

～セカンドブック事業スタート～ 

一冊の本から始まる夢∞ 
「新たな絵本の楽しさ」贈ります 

市民ライフアップ講座 
地域振興課 蘂24-8809

中央図書館 蘂22-3746

　現代的課題（◆）とは 
　健康、人権、家庭・家族、 
　消費者問題、地域の連帯、まちづくり、交通問題、高齢化社会、科
　学技術、開発援助、情報の活用、知的所有権、国際理解、環境など 
　対象：市内在住の人 
　経費：選考後、6講座程度を決定します。パンフレット印刷費や会
　場使用料などの経費は、市が負担します。 
　応募用紙：各コミュニティセンター、市役所、飯山総合学習センタ
　ー、生涯学習センターに設置しています。 
　申し込み：7月20日貊までに、応募用紙を地域振興課にメール、
　ファクス、郵送または持参してください。〒763-0034丸亀市大
　手町2丁目１番20号 丸亀市生活環境部地域振興課、（薨25-2409）、
　メール（chiikishinko-k@city.marugame.lg.jp） 

　丸亀市立図書館では、家庭や学校での読書活動が広がるように、
市内在住で来春小学生になる子どもに、絵本を１冊贈ります。 
実施方法：20冊の絵本作品の中から、1冊選んでください。 
　7月上旬までに、各家庭に郵送する案内状と引き換えに、市内3
　図書館で開催する「おはなし会」（下記日程参照）でお渡しします。 
対象者：市内在住で平成18年4月2日～平成19年4月1日生ま
　れの子ども 
絵本を選ぶポイント：①家庭で楽しめ、発達段階に応じた本。②
　長い間読み継がれたもの。最近出版した本では、今後も子ども
　の支持を受ける可能性の高いもの。③絵本、幼年童話、昔話、こ
　とば、詩、日本の作品、外国の作品、科学読みものなど。 

●中央図書館おはなしの部屋【午前10時半】 
　7月28日貍、8月4日貍、25日貍、9月2日豸、10月7日豸、
　27日貍、11月4日豸、24日貍、12月2日豸 
●綾歌図書館ギャラリー【午前10時半】 
　7月21日貍、8月18日貍、10月20日貍、12月15日貍 
●飯山総合学習センター2階研修室【午後1時】 
　7月14日貍、8月11日貍、9月8日貍、10月13日貍、11月
　10日貍、12月8日貍 

　《絵本作品の例》 

★ぼくとポチのシリーズ 
　　　　　　　　　　12ヵ月のおてつだい 

★みんなあかちゃんだった 

★あまがえるとうさんといく 
　　　　　　　　　　はじめての昆虫採集 

★なぞなぞおめでとう 

★ともだち  ★ピッツァぼうや  ★さるかに 

★こねこのチョコレート  ★やまのバス 

など20冊 

①初心者向け、入門編の体験学習など（3回
程度）②現代的課題（◆）など暮らしに役立
つ学習内容（3～6回程度） 
※ただし、営利目的でなく、宗教、政治活動
　ではない企画の提案や運営に限ります（講師
　の手配や講座運営などもお願いします）。 

～講座内容～ 

むげんだい 



政　策　課 
蘂24-8839

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画 

市
民
と
共
に 

ま
ち
づ
く
り 

笳 

重
点
課
題
１
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
　
安
全
安
心
都
市
づ
く
り 

　
安
全
で
、
安
心
な
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
様
々
な
対
策
に
取
り
組
み
、
市

民
・
地
域
・
市
役
所
が
一
体
と
な
っ

て
、
丸
亀
城
の
石
垣
の
よ
う
に
固
く

揺
る
ぎ
の
な
い
「
安
全
安
心
都
市
」

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
以
下
４
項
目

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

①
地
震
風
水
害
に
強
い
公
共
施
設
の

整
備
②
災
害
時
の
減
災
機
能
の
強
化

③
消
防
・
救
急
医
療
体
制
の
充
実
④

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
警
察
署
な
ど

と
連
携
し
た
交
通
安
全
・
防
犯
対
策

の
強
化 

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
自
治
会
な
ど
を
通

じ
た
人
と
人
と
の
横
の
つ
な
が
り
が
、
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
横
の
つ
な
が
り
は
、
自
由
に

気
軽
に
、
「
遊
び
」
か
ら
広
げ
て
い
く
の
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
。 

岩　　晶典さん 

　
年
を
と
る
と
、買
い
物
な
ど
だ
ん
だ
ん
不
便
に
な
っ

て
き
ま
す
。
頼
り
に
な
る
の
は「
ご
近
所
さ
ん
」で
す
。

ま
た
、お
年
寄
り
が
保
育
所
な
ど
の
空
き
教
室
で「
子

守
り
」
を
す
る
の
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
。
共
働
き
の
親

た
ち
に
も
喜
ば
れ
、世
代
間
の
交
流
も
深
ま
り
、安
全

安
心
の
地
域
社
会
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

消
防
署
や
公
的
機
関
が
訪
問
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　住宅用火災警報器の設置義務化（平成23年6月1日）から1年が
経過しました。住宅用火災警報器の設置によって、市内の住宅の
火災は減少しています。 
■火災警報器で初期消火に成功した例（市内） 
・ガスこんろに鍋、やかんをかけ、火をつけたままその場を離れ
　た（こんろの消し忘れ）。 
・たばこの火が洗濯物に落ちた。 
・仏壇の線香が座布団に落ちた（線香の消し忘れ）。 
　火災の発生を早く知ることで、被害の軽減、逃げ遅れによる死
傷者を減らせます。 

藤田登茂子さん 

　
丸
亀
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
全
国
に
誇
れ
ま
す
が
、

若
干
の
提
案
を
し
ま
す
。
①
広
報
紙
の
自
治
会
配
布

…
…
安
否
確
認
と
連
帯
感
の
向
上
②
昼
間
の
防
災
対

策
の
充
実
…
…
地
区
外
か
ら
の
就
業
者
な
ど
の
避
難

所
確
保
③
自
治
会
長
な
ど
の
任
期
延
長
や
研
修
…
…

統
率
力
と
自
治
意
識
の
向
上
で
課
題
解
決 

●職種　行政事務 
●募集人数　1人程度 
●第一次試験　9月16日豸 
◆受験資格などの詳細は、試験案内か市のホーム
　ページをご覧ください。試験案内と提出書類は、
　7月2日豺以降に市案内所、綾歌市民総合セン
　ター、飯山市民総合センター、ハローワーク丸
　亀で配布予定です。また、市のホームページか
　らもダウンロードできます。 
◆9月16日豸に行政事務（短大・高校卒）および保
　育士・幼稚園教諭の採用試験を予定しています。
　詳しくは、広報丸亀8月号に掲載します。 

日時＝①8月9日貅 ②8月16日貅 
　　　午前10時～午後3時 
コース＝①消防本部→ボートレース場 
　　　　②消防本部→クリントピア丸亀 
対象＝小学生と保護者 
定員＝各10組（申込順） 
持参するもの=弁当、水筒、筆記用具 
締め切り＝①7月27日貊 ②8月6日豺 
申し込み＝秘書広報課 蘂24-8801 

日時＝7月31日貂午前10時～11時半 
場所＝生涯学習センター2階第1会議室 
対象＝小学生と保護者 
料金＝無料 
定員＝10組（申込順） 
持参するもの＝筆記用具 
申し込み＝7月23日豺までに地域振興課 蘂24-8809

　スポーツ・文化芸術・学術分野などにおいて、

大きな実績や成果を収める過程で培われた挑戦

する力、精神力やリーダーシップなどを、市政で

発揮していただくために新たに設けた試験です。 

奥村　素一さん 

89

まだ設置していない人は、早く設置しましょう。 
電気店、ホームセンターなどで購入できます。 

消防本部予防課 
蘂25-4004

職員課 蘂24-8802

住宅用火災警報器住宅用火災警報器！ 住宅用火災警報器！ 

設置は義務です！ 
あなたの家は 
取り付けましたか？ 

エコにゃん 
省イチローくん 

悪質な訪問販売に 
　　注意してください。 

助
か
る
命
が 

あ
り
ま
す
。 

平成24年度 
市職員採用試験のお知らせ 

桃喰うまつり 桃喰うまつり 
自己アピール採用試験実施予定 

親子イベントに参加しよう 親子イベントに参加しよう 親子イベントに参加しよう もうすぐ 

    夏休み！ 

自己アピール採用試験とは…… 

第7回 

場所/飯山北コミュニティセンター 
         坂本撰果場・桃直売所 （桃の販売のみ） 

7/21 22
場所/飯山北コミュニティセンター 
         坂本撰果場・桃直売所 （桃の販売のみ） 

7/21 22午後3時～7時 午前9時～午後3時 午後3時～7時 

午後4時半開始（午後3時受付） 

土 

午前9時～午後3時 

日 

土 21 「飯南飯南の桃」早喰早喰い選手権選手権 

「飯南飯南の桃」種飛種飛ばし選手権選手権 

「飯南の桃」早喰い選手権 

販売コーナー 
 試食コーナー 

 
先着200

人 

 
先着500

人 

「うどん」 
「桃入りカレー」 

JA香川県 坂本撰果場 蘂98-3348 
飯山市民総合センター 蘂98-7957

問い合わせ 

全日本 

午前10時半開始（午前9時受付） 

日 22 「飯南の桃」種飛ばし選手権 全日本 

土 21
日 22

どち
らも
 

豪華
賞品
あり
 

夏休み
親子施設見学会 夏休み親子教室

知って納得！家電製品の
省エネのすすめ

消防本部・ボートレース場・ 
クリントピア丸亀へ行こう 

なぜ、いま省エネしなくちゃいけないの？ 
どんな省エネ方法方法があるの？ 

ちょっとした工夫工夫で簡単節電生活簡単節電生活が！ 

自由研究自由研究にもおすすめです 

なぜ、いま省エネしなくちゃいけないの？ 
どんな省エネ方法があるの？ 

ちょっとした工夫で簡単節電生活が！ 

自由研究にもおすすめです 

その他、イベント盛りだくさん！！ 

甘くて果汁果汁たっぷり「飯南飯南の桃」桃」 甘くて果汁たっぷり「飯南の桃」 

両日各種バザーあり 

＝重点課題1に関する審議会委員の意見＝ 計
画
で
は
定
住
促
進
を
テ
ー
マ
に
、 

3
つ
の
重
点
課
題
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

今
月
の
テ
ー
マ 

おすすめ 寝室 居室 

台所台所 

おすすめ 

義務義務 

台所 

階段 

リビング 
おすすめ 

義務 義務 

消
防
法
お
よ
び
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、全
て

の
住
宅
に
く
ら
し
の
安
全
を
守
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

→（蘂22-1607、蘂22-1608）で聞くことができます。詳しくは危機管理課 蘂25-4006へ。 ●防災無線放送履歴テレホンサービス／災害時に放送された防災行政無線の内容は、専用番号→ 



本
島
町
　
白
井
　
壽
一
さん 

夏
の
伝
統
行
事

伝
統
行
事 

夏
の
伝
統
行
事 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

箍 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

本
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
の
男
女
が
、
コ
ー
ト
の

中
で
元
気
よ
く
練
習
し
て

い
ま
す
。 

　
「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
」
と
い
う
強
い
心
を

持
ち
、
し
っ
か
り
と
声
を

出
し
て
プ
レ
ー
す
る
子
ど

も
た
ち
の
集
団
で
す
。 

　
火
・
日
曜
は
、
郡
家
小

体
育
館
、
木
曜
は
、
サ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
土
器
川
体
育
館

で
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一

度
、
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
福
本
眞
知（
三
条
町
・
蘂

0
9
0
―
2
8
9
4
―
9
7
6
9
）
 

丸
亀
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

８８ 

　
16
歳
で
始
め
た
華
道
と
茶

道
を
今
も
続
け
る
香
川
さ
ん
。

今
年
３
月
に
は
、
長
年
生
花

を
提
供
し
た
遺
族
会
か
ら
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
お
花
も
お
茶
も
、お
客
様
へ

の
お
も
て
な
し
の
心
を
込
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分

が
納
得
で
き
る
作
品
が
で
き

た
時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
に
こ
や
か
に
話
し
ま
す
。 

香
川
美
代
子
さん 

（
川
西
町
・
６８
歳
） 

　
本
島
町
泊
地
区
で
、
塩
飽
水
軍
が

活
躍
し
た
こ
ろ
か
ら
伝
わ
る
夏
の
行

事
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。 

　
１
つ
は
、
今
年
の
７
月
８
日
に
行

う
「
虫
送
り
」
で
す
。
こ
れ
は
、
農

薬
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
病
虫
害
か

ら
免
れ
て
豊
作
を
願
う
行
事
で
す
。

　
木
烏
神
社
に
参
拝
し
た
後
、
来
迎

寺
の
大
数
珠
を
使
い
、
集
会
所
で
百

万
遍
の
数
珠
操
り
を
し
ま
す
。
そ
の

後
、
鐘
を
先
頭
に
虫
と
書
い
た
帆
を

立
て
た
船
を
持
ち
、
地
区
内
の
辻
つ

じ
に
百
万
遍
の
お
札
を
立
て
て
回
り
、

最
後
は
船
を
海
に
流

し
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
は
、
真

言
宗
醍
醐
派
大
本
山

正
覚
院
で
行
う
祭
り

で
す
。 

　
「
山
寺
の
夏
祭
り
」

と
し
て
も
親
し
ま
れ
、

島
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
参
拝
に
来

ら
れ
る
こ
の
お
寺
は
、
今
か
ら
約
１

３
０
０
年
前
に
建
立
さ
れ
た
と
言
わ

れ
、
京
都
の
醍
醐
寺
を
開
い
た
「
理

源
大
師
の
誕
生
の
地
」
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
祭
り
で
は
、
密
教
の
古
式
に
則
し

た
荒
行
で
あ
る「
熱
湯
加
持
」や「
火
渡

り
」を
行
い
、
７
月
の
第
３
日
曜（
今

年
は
７
月
15
日
）
に
開
か
れ
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
、日
常
生
活
か
ら
離
れ
、

古
い
伝
統
行
事
に
触
れ
て
み
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 ◆

て
く
て
く
街

歩
き
も
募
集
中

（
本
島
観
光
案

内
所
蘂
２
７
―

３
０
７
７
）。 

※
大
数
珠
を
回

し
て
祈
念
す
る

こ
と 

１０ 

まち・むら・しま箘 

公設民営の新造船「しわく丸」 

空から見た塩飽の島々 

１０ １１ 

こ 

ら
い 

こ
う 

ひ
ゃ
く 

じ 

ま
ん 

べ
ん 

※ 

く 

が
ら
す 

が
く 

い
ん 

し
ょ
う 

ね
っ 

と
う 

か 

じ 

７
．
天
領
の
島
々 

塩
飽
人
名
領
の
成
立
　
現
在
の
丸
亀

市
域
は
、
丸
亀
藩
・
高
松
藩
・
天
領

（
幕
府
領
）
の
三
支
配
地
域
に
分
か

れ
る
。
そ
の
う
ち
天
領

で
あ
っ
た
の
は
塩
飽
の

島
々
で
あ
る
。 

　
香
川
県
と
岡
山
県
の

間
の
備
讃
瀬
戸
に
は
大

小
多
く
の
島
々
が
あ
り
、

古
来
塩
飽
諸
島
と
呼
ば

れ
て
き
た
。
こ
の
塩
飽

諸
島
は
、
江
戸
時
代
に

人
名
領
と
い
う
特
別
な

天
領
と
し
て
存
在
し
た
。

「
人
名
」
と
は
１
万
石

以
上
の
領
主
で
あ
る
大

名
や
１
万
石
未
満
の
小

名
に
対
す
る
言
葉
で
、

幕
府
か
ら
塩
飽
１
２
５

０
石
の
土
地
の
領
有
権

が
６
５
０
人
分
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
「
塩
飽
七

島
」
と
い
う
言
葉
は
、
正
確
に
は
最

初
に
人
名
権
を
得
た
島
民
の
い
た
本

島
・
広
島
・
牛
島
・
手
島（
丸
亀
市
）・

櫃
石
島
・
与
島（
坂
出
市
）・
高
見
島 

（
多
度
津
町
）の
七
島
を
指
す
。 

　
塩
飽
は
、
古
来
塩
飽
水
軍
の
名
を

馳
せ
た
地
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た
造

船
・
操
船
技
術
は
、
古
代
〜
中
世
の

多
く
の
戦
い
の
中
で
そ
の
時
々
の
権 

             

力
者
た
ち
に
頼
り
に
さ
れ
た
。
ま
た
、

文
安
２
年
（
１
４
４
５
年
）
の
「
兵

庫
北
関
入
舩
納
帳
」
に
は
同
年
中
に

兵
庫
北
関
（
現
在
の
神
戸
港
の
一
部

に
当
た
る
兵
庫
港
に
は
、
南
北
朝
時

代
以
降
東
大
寺
の
北
関
と
興
福
寺
の

南
関
が
あ
り
、
入
船
か
ら
関
銭
を
徴

収
し
た
）
に
塩
飽
船
37
回
入
津
の
記

録
が
あ
り
、
塩
を
中
心
と
し
た
商
品

輸
送
に
塩
飽
の
中
小
の
船
が
活
躍
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
近
世
に
入
っ
て
、
石
山
戦
争
に
協

力
し
た
功
に
よ
っ
て
織
田
信
長
か
ら

堺
の
港
に
お
け
る
「
触
掛
り
」
特
権

（
港
の
一
定
地
に
入
津
す
る
際
の
海

面
占
有
権
）
を
与
え
ら
れ
、
豊
臣
秀

吉
か
ら
は
天
正
19
年（
１
５
９
１
年
）、

小
田
原
攻
め
の
際
の
兵
糧
輸
送
の
功

に
応
じ
て
船
方
６
５
０
人
に
１
２
５

０
石
（
田
・
屋
敷
方
２
２
０
石
、
山
・

畠
方
１
０
３
０
石
）
の
土
地
領
有
権

が
与
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
塩
飽
諸
島

に
島
中
船
方
領
が
成
立
し
、
以
後
塩

飽
島
民
は
１
２
５
０
石
の
土
地
領
有

権
を
得
る
と
と
も
に
加
子
（
水
主
）

役
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
こ
の
土
地
領
有
権
は
、
関
が
原
の

戦
い
の
際
に
い
ち
早
く
草
津
本
陣
を

見
舞
っ
た
本
島
泊
浦
の
宮
本
伝
太
夫

の
行
動
に
喜
ん
だ
徳
川
家
康
に
よ
っ

て
追
認
さ
れ
、
数
日
後
に
は
朱
印
状

が
下
賜
さ
れ
た
。
貞
享
元
年
（
１
６

８
４
年
）、
勘
定
奉
行
よ
り
、以
後
朱

印
状
が
な
く
と
も
島
中
船
方
の
支
配

を
認
め
る
と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
、

明
治
維
新
ま
で
土
地
の
領
有
権
が
認

め
ら
れ
た
。 

 

自
治
政
治
の
展
開
　
こ
う
し
て
成
立

し
た
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
非
常

に
珍
し
い
土
地
支
配
の
形
態
が
塩
飽

人
名
領
で
、
天
領
塩
飽
諸
島
は
実
質

的
に
は
島
民
に
よ
る
自
治
政
治
が
続

け
ら
れ
た
。
自
治
は
、
当
初
４
人
の

年
寄
（
宮
本
・
入
江
・
真
木
・
吉
田

家
）
を
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、
真
木
・

入
江
家
が
島
を
去
っ
た
後
、
宮
本
家

が
三
年
寄
を
占
め
て
専
横
化
が
進
む

中
で
、
寛
政
元
年（
１
７
８
９
年
）、

島
中
の
代
表
者
に
よ
っ
て
巡
見
使
へ

訴
え
が
な
さ
れ
、
同
４
〜
５
年
の
改

革
で
、
推
薦
と
入
札
（
選
挙
）
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た
、
３
人
の
一
代
限

り
の
年
寄
り
と
年
番
（
２
人
、
本
島

泊
浦
と
笠
島
浦
か
ら
出
た
）
・
庄
屋

（
16
人
）
が
、
新
設
さ
れ
た
勤
番
所

で
島
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
合
議
す

る
と
い
う
民
主
的
な
自
治
政
治
が
展

開
さ
れ
た
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

島 人名数 内　訳 

笠島浦 

泊　浦 

甲生浦 

大　浦 

福田浦 

尻浜浦 

生の浜浦 

 

茂　浦 

市井浦 

江の浦 

立石浦 

青木浦 

（人） 当初の650人名の配分数 

78 

110 

16 

23 

26 

40 

33 

37 

14 

12 

20 

16 

14 

66 

10 

49 

84 

2

 

 

 
本　島 

 

 

 

 
牛　　　　島 

 

 

広　島 

 

 

手　　　　島 

櫃　石　島 

与　　　　島 

高　見　島 

両 浦 肝 煎 

 

 

 
326 

 

 

 

 
 

 

 

76

に
ん 

し 

わ
く 

み
ょ
う 

み
ょ
う 

し
ょ
う 

り
ょ
う 

ひ
つ 

は 

い
し 

ぶ
ん 

き
た 

せ
き 

い
り 

ふ
ね 

の
う 

ち
ょ
う 

し
ん 

に
ゅ
う 

あ
ん 

せ
き 

せ
ん 

ふ
れ 

か
か 

は
た
け 

か
た 

て
ん 

し
ょ
う 

と
う 

じ
ゅ
う 

ふ
な 

か
た 

か 

こ 

か 

し 

じ
ょ
う 

き
ょ
う 

さ
な 

ぎ 

せ
ん 

お
う 

じ
ゅ
ん 

け
ん 

し 

き
ん 

ば
ん 

し
ょ 

※後に、与島から9人分が沙弥島に、
　泊浦から20人分が瀬居島に、高
　見島から7人分が佐柳島に移った。 



5.30

大人も子どもも泥んこまみれ 
　飯山総合学習センター南側の田んぼで、5回目となる「まる
がめどろんこまつり2012」が開催されました。全身泥まみれに
なりながら、ドッジボールやバレーボールなどを行った約600
人の参加者は、応援する観客とともに大いににぎわいました。 

　市ホームページ内に学校給食のページを開設しました。そ
の日の給食が分かる「今日の献立」、人気メニューの作り方
を紹介する「献立レシピ」、地元の食材を積極的に取り入れ
る工夫を紹介する「地産の取り組み」など、市の学校給食に
関する情報を詳しく掲載しています。お子さんの給食に使わ
れる食材を知りたい人や、栄養バランスのとれた献立のレシ
ピが見たい人など、気軽にホームページをご覧ください。 

6.3

6.9

5.30

城北地区で「空き家対策研修会」開催 
　「木造密集地の延焼を防ごう」と空き家対
策に取り組んでいる城北地区連合自治会が、
同コミュニティセンターで、研修会を行いま
した。講師に嶋田幸信弁護士、二神透愛媛大
学准教授を招き、「空き家」の管理課題や火
災の延焼シュミレーションなどの講義を、約
150人が熱心に受講しました。 

チャレンジデー　
1万6314人が 
スポーツに参加 
　人口規模がほぼ同
じ自治体・地域で、15
分以上連続して運動
した人の参加率を競
う世界的なスポーツ
イベント「チャレン

ジデー2012」に東中学校区が参加し、対戦相手の熊本市出水
南小学校区との競い合いに勝利しました。 

月 月 月 777 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

赤ちゃん健診 
母子保健　成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

健　康　課 

 
地域振興課 

蘂24-8806

障がい者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8844 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 
介護相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

2 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
定例農家相談　■飯 　午前9時～正午 月 

22
□内 　吉田病院 蘂22-8101 
　脳外 　岸川脳神経外科医院 蘂25-2828 
□歯 　鈴木歯科クリニック 蘂98-6804 午前9時～正午 

日 

29
□内 　まつむら医院 蘂28-7312 
□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□歯 　田所歯科医院 蘂25-0022 午前9時～正午 

日 
15

麻田総合病院 蘂23-5555 
□内 　楠原内科医院 蘂86-3005 
□歯 　末森元歯科医院 蘂85-5377 午前9時～正午 

日 

23 子育て一日相談 本島 ◯コ　蘂27-3222  
離乳食講習　●飯 　午前10時～11時半 月 

24 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

6 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午 金 

12 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 木 

3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半  
すこやか体操教室（トレーニング）　●ひ 　午前10時～11時半 4 水 

□内 　岸本医院 蘂22-5629 
□外 　中野外科胃腸科医院 蘂25-252516月 3 火 

□内 　丸亀おのクリニック 蘂22-3902 
□整 　広瀬整形外科医院 蘂23-1641 
□歯 　篠原歯科医院 蘂24-2456 午前9時～正午 

1 日 

子育て一日相談 広島 ◯コ　蘂29-2030  
無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

18水 
行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障がい者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8805） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

19木 

サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午後1時～午後4時半  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

26木 

定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 
献血　■市 　午前9時半～11時半、午後0時半～午後4時半 

10火 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

20金 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
介護相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂98-1584）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

11水 

□内 　須　内科医院 蘂23-1030 
□外 　笠井外科胃腸科 蘂23-4666 
□歯 　末森歯科医院 蘂24-1155 午前9時～正午 
子育て一日相談 城西 ◯コ　蘂25-2266 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

8 日 

17火 

21土 

25水 

5 1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 木 

7 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時(要予約 蘂24-8809） 土 

9 栄養相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 月 

13 消費生活相談　■市 　午後1時～5時 金 

14土 27 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 金 

30 栄養相談　●飯 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 月 

31 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 火 

28土 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

市
長 

 

コ
ラ
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「
丸
亀
さ
つ
き
愛
好
会
」
の
皆
さ
ん
が
、

毎
年
さ
つ
き
展
を
開
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

さ
つ
き
は
市
の
花
で
、
毎
回
、
私
も
楽
し

み
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
本
来
さ
つ
き
は
渓
流
植
物
で
、
川
の
上

流
に
自
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、
水
の

流
れ
も
早
く
、
雨
が
降
れ
ば
す
ぐ
に
増
水

し
、
大
量
の
水
に
、
体
は
な
ぎ
倒
さ
れ
て

水
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
厳
し
い

環
境
の
中
、
岩
肌
に
根
を
食
い
込
ま
せ
、

し
が
み
つ
い
て
じ
っ
と
耐
え
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
年
に
一
度
だ
け
、
こ
の
よ
う
に

美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
何
か
私
た
ち

人
間
に
、
深
い
教
訓
を
説
い
て
く
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。 

　
我
が
子
の
よ
う
に
、
丹
精
こ
め
て
育
て

た
作
品
は
、
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
、
逆

境
に
耐
え
抜
き
頑
張
る
元
気
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
万
緑
の
中
や
吾
子
の
歯
生
え
初
む
る 

中
村
草
田
男
　 

市長 
新井 哲二 

１３ １２ 

 

 

■時7月24日貂、25日貉 
■所市役所南館１階会議室 
■対平成24年8月末で免税証の期限

　が切れる人 
■他県税事務所からの書類一式、印鑑、
　領収書などを持参 
■問農林水産課 蘂24-8845 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957

農業用軽油の免税申請 

今年も笑顔が
集合。シニア
スポーツ大会 
　シニアスポー
ツ大会が、市民
体育館で開かれ
ました。およそ
200人が、歓声
と拍手の響く中、
「ボールリレー」
や「でかパンツ

リレー」、「輪投げ競争」などに、さわやか
な汗を流しました。 

ま 
の ア ル ム バ 

ち 

even
t & topics

日　時 午前9時～正午 午後1時～4時 

垂水･川西 飯野･郡家･三条 

金倉･中津･新田･土器 
今津･田村･塩屋･原田･津森･山北･ 
柞原･その他 

綾歌･飯山地区は各市民総合センターで随時受け付けています。 

※混雑を避けるために日時指定していますが、指定日時に来庁できない人は、他の時間 
　帯でも受け付けます。 

7月24日貂 

7月25日貉 



7月 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで)

《Tokyo and My Daughter》より 
2006 狡Takashi Homma

7月15日豸～9月23日豸 

昨年金沢と東京を巡回した
展覧会が、いよいよ丸亀で
も開催されます。 

交通事故（5月） 

事　故  114件 

死　者  0人 

負傷者  145人 

人　口 110,661人（－12） 
　男　  53,755人（＋ 3） 
　女　  56,906人（－15） 
世帯数　43,722世帯（＋27） 

救 急 出 場  386件 

火災の発生  2件 

 

救急・火災件数（5月） 

（納期は7月10日～7月31日） 

固定資産税/2期分 
介護保険料/1期分 

国民健康保険税/1期分 
後期高齢者医療保険料/1期分 

7月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

29282726252423222120
日 土 金 水 

30
木 金 火 月 土 

31
日 月 火 

日　時＝7月21日貍～8月26日豸 
　　　　午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館2階ギャラリー 
　　　　　　入館無料  月曜休館 

《2階常設展》生駒 山　 京極の歴史と文化展 

絵
葉
書
で
つ
づ
る 

　
　
　
時
の
記
憶
展 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

ホンマタカシ ニュー・ドキュメンタリー 
同時開催「物物」 

丸
亀
高
等
女
学
校
運
動
会 

（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
） 

※日程が変更になる場合があります 

蘂22-5366資料館だより 
蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

《市民会館》 《アイレックス》 

好評発売中 

7月15日豸午後2時開演 
●入場料＝4000円（全席指定席） 

林家木久扇・林家たい平 
爆笑二人会 

好評発売中 

7月14日貍午後7時開演 
出演＝陸上自衛隊第14音楽隊 
●入場料＝無料（整理券が必要） 

あやうたサマーコンサート 

好評発売中 

8月5日豸午後2時開演 
●入場料＝1000円ほか（全席自由席） 

デュエットゥかなえ＆ゆかり 
ピアノデュオコンサート 

7月21日貍  
午後2時、6時開演 
●入場料＝Ｓ6500円、Ａ5000円 
　　　　　Ｂ3000円（全席指定席） 

水森かおりコンサート 

好評発売中 9月29日貍午後6時開演 
●入場料＝3000円ほか（全席自由席） 

12人のヴァイオリニスト 

7月8日豸から発売開始 

11月25日豸午前11時半、午後3時半開演 
●入場料＝7000円ほか（全席指定席） 

松竹大歌舞伎 
7月21日貍から発売開始 

11月26日豺午後7時開演 
●入場料＝3500円（全席指定席） 

情熱のフラメンコ 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

市の動き（6月1日現在）前月比 

１４ １５ 

　平成25年成人式実行委員 
■対平成4年4月2日から平成5年4月
　1日までに生まれた人で、8月か
　ら月に１～2回、主に平日の夜、
　土・日曜開催の実行委員会に参加
　できる人 
■定20人程度 
■申7月27日貊までに地域振興課 蘂24 
　-8809 

　まるがめ文化芸術祭作品 
　10月開催のまるがめ文化芸術祭で
展示する作品を募集します。 
■対市内に在住か在勤で、県美術展覧
　会以上の展覧会に入賞・入選した人 
■内自作で、市内未発表の作品を１人
　1点 
■申9月3日豺～7日貊に文化協会 蘂
　24-8822 
 
 

　児童館から 
●七夕かざり作り 
■時7月1日豸、3日貂午前 
　10時半～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 

■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●フェルトのお菓子入れ作り 
■時7月24日貂、25日貉午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定各10人 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●フルーツポンチさんのお話会 
■時7月26日貅午前10時半～11時 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■料無料 
■問児童館 蘂23-1091 

　伝統芸能保存事業～丸亀城の夕べ～ 
■時7月28日貍午後4時～9時（雨天
　時は29日豸に順延） 
■所市民ひろば 
■内伝統芸能の実演と各地に伝わる盆
　踊り、バザー 
■問文化協会 蘂24-8822 

　生涯学習センターから 
●食と健康の最新情報 
■時7月18日～8月29日の毎週水曜（8
　月15日を除く）午前10時半～正午 
■所同センター講座室など 
■対大人 
■定30人 
■料6回1500円、1回500円 
■内香川大学・藤原章司さんによる肥
　満とダイエット、塩と血圧、アル
　コールなどの講座 
■申同センター 蘂23-1091 
●創作フリースペース 
　趣味の作品づくりに、ギャラリー
を使ってみませんか。 
■時7月17日貂～8月25日貍午前9時

　～午後9時 
■所同センターギャラリー１ 
■対大人 
■料1日100円 
■申同センター 蘂23-1091 
●ＪＡＸＡタウンミーティング 
■時8月4日貍午後1時半～3時半 
■所同センター3階ホール 
■対高校生以上 
■定469人 
■内ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）
　職員と宇宙開発などの意見交換 
■料無料（整理券が必要） 
■問同センター 蘂23-1091 
●ＪＡＸＡコズミックカレッジ 
■時8月4日貍午前9時半～11時半 
■所同センター4階講座室1 
■対小中学生 
■定30人 
■内科学が好きになる工作や実験 
■料無料 
■申同センター 蘂23-1091 

　飯山総合学習センターから 
●小麦粉ねんどであそぼう 
■時7月20日貊午前10時半～11時 
■所同センター1階遊戯室 
■対3歳までの幼児と保護者 
■料無料 
■他汚れてもよい服装で、タオル持参 
■申同センター 蘂98-3319 
●夏休み押し花作り 
■時8月4日貍午前10時 
■所同センター2階調理室 
■対小学生（低学年は保護者同伴） 
■定15人 
■料300円 
■他生花、はさみ、鉛筆、のり、新聞
　紙など持参。講師は消費生活アド
　バイザー・谷本大作さん 
■申同センター 蘂98-3319

　市総合運動公園プールに行こう 
　昭和48年のオープンから39年。
現在の市民プールは、今年で廃止さ
れます。たくさんの思い出が詰まっ
たプールに家族みんなでお越しくだ
さい。 
★オープンスイムフェスタのお知ら
　せは19ページをご覧ください。 
●一般利用 
■時7月16日～8月19 
　日の土・日、祝日午前 
　10時半～午後6時 
●専用利用 
■時7月17日貂～8月17日貊の一般利
　用以外の午前10時半～午後6時（水
　上安全講習修了者の配置が必要） 
■料小学生未満無料、小学生100円、中
　学生・高校生200円、一般300円（8 
　月18日貍・19日豸は無料です！） 
■問市体育協会 蘂24-6251 

　環境課から 
●水辺の教室（川の生きもの調べ） 
■時7月25日貉午前9時～正午（雨天 
　時は8月8日貉に順延） 
■所西汐入川、金倉川 
■対小学生（保護者同 
　伴） 
■定20人（申込順） 
■料無料 
■申7月20日貊までに環境課 蘂24-88
　36 
●星空探検隊（スターウオッチング） 
■時 8月8日貉午後7時半～9時半（雨
　天時は9日貅に順延) 
■所土器川生物公園 
■対小学生（保護者同伴） 
■定30人（申込順） 
■料無料 
■申 7月31日貂までに環境課 蘂24-

　8836 

　猪熊弦一郎現代美術館から 
●ひらめきスタンプで作る 
　とっておきTシャツ 
■時7月22日豸～27日貊午前10時～
　正午、午後1時半～3時半 
■定各40人 
■料500円 
●夏を楽しむ手作りうちわ 
■時8月1日貉～4日貍午前10時～正
　午、午後1時半～3時半 
■定各40人 
■料200円 
●うごく紙人形でコマ撮りアニメ！ 
■時9月1日貍・2日豸午後1時～4時 
■対子どもと保護者 
■料100円 
■問同美術館 蘂24-7755 

　東小川児童センターから 
●香川高等専門学校詫間キャンパス 
　から講師を招いた科学教室 
①「科学遊び」 
■時7月21日貍午後1時 
■所同センター 
■対幼児、小学生、保護者 
■内電動スケボー、二足歩行ロボット
　など科学遊びの展示と体験 
②「おたのしみ工作」 
■時7月21日貍午後2時 
■所同センター 
■対小学校低学年、保護者 
■料300円 
③「いらいら棒の製作」 
■時7月21日貍午後2時 
■所同センター 
■対小学生高学年、保護者 
■料500円 
●④「親子で学ぶパン作り」 
■時8月2日貅午前10時 

■所同センター 
■対幼児、小学生、保護者 
■料600円 
■申①・②・③・④とも同センター 蘂56- 
　8778 

　クリントピア丸亀から 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時7月15日 
　豸、29日 
　豸（要予約） 
■所クリントピ 
　ア丸亀 
■対足のサイ 
　ズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
●エコ丸体験ツアー 
■時7月22日豸午前9時半～11時（21
　日貍は準備のため休館） 
■所クリントピア丸亀 
■対小学生親子 
■定各コーナー先着100人 
■内スタンプラリー、フリーマーケッ
　トなど 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 
 
 

　土器川一斉清掃 
■時7月1日豸 
■所土器川河川敷一帯 
〈受付場所と開始時間〉 
蘆土器川河川敷公園（土器◯コ南側）
　＝午前6時半 
蘆川西町河川敷運動公園＝午前6時
　半 
蘆飯山町河川敷運動公園＝午前7時
蘆綾歌町河川敷運動公園＝午前7時
　15分 
蘆土器川生物公園＝午前7時半 
■問建設課 蘂24-8813 
 

7月28日 新スタンド オープン！！ 

四国新聞社杯 

芦屋一般 

ＧⅢ尼崎 

ＧⅢ 
平和島 

唐
津
一
般 

常
滑
一
般 

若
松
女
子 

丸亀開催 
（ナイター） 
モーニング 
場外発売 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

7月27日貊までは、
本場・ＢＰまるがめ・
ＢＰ朝倉ともに休催 

四国電力の節
電要請に対応
するため、まる
がめボートで
は、節電に取
り組みます。 

募 集  

催 し  

お 知らせ しお 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 

5日間コース 

4日間コース 
 

3日間コース 

 

①7/23（月）～7/27（金） 

①7/31（火）～8/  3（金） 
②8/21（火）～8/24（金） 

①8/  7（火）～8/  9（木） 
②8/28（火）～8/30（木） 

初めての顔つけ 
初めての25ｍに 
チャレンジ！！ 

初めての顔つけ 
初めての25ｍに 
チャレンジ！！ 

5日間コース 
 
4日間コース 
3日間コース 
 

①7/30（月）～8/  3（金） 
②8/20（月）～8/24（金） 
①7/23（月）～7/26（木） 
①7/29（日）～7/31（火） 
②8/  1（水）～8/  3（金） 
③8/  5（日）～8/  7（火） 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

ゆ
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座 

「
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
選
に
学
ぶ
」 

■時
7
月
１４
日
貍
午
前
１０
時
半
〜
正
午 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階「
ゆ
め
」 

■料
無
料 

■他
講
師
は
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
フ
ト
フ
エ

　
ラ
リ
さ
ん 

■問
山
田
さ
ん（
蘂
2
4
―
2
8
0
6
） 

 

善
通
寺
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ 

■時
①
7
月
１４
日
貍
、
②
8
月
２５
日
貍

　
午
前
9
時
半
〜
午
後
1
時
１０
分 

■所
同
看
護
学
校
（
善
通
寺
市
） 

■対
男
女
問
わ
ず
、
看
護
に
興
味
の
あ

　
る
人
、
看
護
師
を
目
指
す
人 

■内
看
護
技
術
体
験
、
公
開
講
座
、
ラ

　
ン
チ
ョ
ン
座
談
会
な
ど（
料
金
無
料
） 

■申
①
7
月
2
日
豺
、
②
8
月
8
日
貉

　
ま
で
に
、
同
看
護
学
校
（
蘂
6
2

　
―
3
6
8
8
） 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門 

１
日
セ
ミ
ナ
ー 

●
輝
く
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
は
、
地
域
で

　
始
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら 

■時
①
7
月
２７
日
貊
、
②
8
月
２４
日
貊

　
午
前
１０
時
２０
分
〜
午
後
3
時
半 

■所
①
善
通
寺
市
総
合
会
館
、
②
ア
イ

　
レ
ッ
ク
ス 

■定
各
会
場
約
６０
人
（
先
着
順
） 

■料
5
0
0
円
（
昼
食
付
き
） 

■申
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
2
―
7
8
3
3
） 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室 

■時
7
月
4
日
か
ら
毎
週
水
・
金
曜
午

　
後
7
時
〜
9
時
（
全
8
回
） 

■所
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

■料
1
5
0
0
円
（
親
子
な
ど
で
参
加

　
の
場
合
は
一
人
1
0
0
0
円
） 

■申
市
体
育
協
会（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

 

パ
ソ
コ
ン
講
習（
表
計
算
入
門
） 

■時
7
月
３０
日
豺
〜
8
月
2
日
貅
午
後

　
6
時
〜
9
時
（
4
日
間
） 

■所
県
立
高
等
技
術
学
校
丸
亀
校 

■対
在
職
者 

■定
１５
人 

■料
5
1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
） 

締
め
切
り
＝
7
月
２３
日
豺
ま
で 

■申
同
校
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
担
当（
蘂

　
2
2
―
2
6
3
3
） 

 

香
川
短
期
大
学
か
ら 

●
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座 

■時
7
月
２４
日
か
ら
9
月
4
日
ま
で
の

　
毎
週
火
曜
午
後
1
時
１０
分
〜
2
時

　
４０
分
（
全
6
回
。
た
だ
し
、
8
月

　
１４
日
を
除
く
） 

■所
同
大
学
渚
荘
（
宇
多
津
町
） 

■料
7
0
5
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
） 

締
め
切
り
＝
7
月
２０
日
貊 

●
夏
休
み
親
子
染
色
「
ラ
ン
チ
ク
ロ

　
ス
と
ラ
ン
チ
ト
ー
ト
」
を
染
め
よ
う 

■時
7
月
２７
日
貊
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
0
時
半 

■所
同
大
学
5
階
生
活
文
化
実
習
室 

■料
7
0
0
円 

締
め
切
り
＝
7
月
２０
日
貊 

●
夏
休
み
親
子
エ
コ
工
作
「
牛
乳
パ

　
ッ
ク
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

　
芯
で
万
華
鏡
」
を
作
ろ
う 

■時
8
月
2
日
貅
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
宇
多
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階 

■料
3
0
0
円 

締
め
切
り
＝
7
月
１８
日
貉 

■申
準
備
物
な
ど
詳
し
く
は
、同
校（
蘂

　
4
9
―
5
5
0
0
） 

 

郡
家
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

■時
毎
週
月
曜
、
土
曜
午
後
5
時
半
〜

　
7
時
半 

■所
郡
家
小
学
校
体
育
館 

■対
幼
稚
園
年
長
〜
小
学
生 

■料
月
額
2
0
0
0
円 

■他
防
具
な
ど
の
無
料
貸
し
出
し
あ
り 

■申
青
屋
さ
ん（
蘂
2
4
―
0
0
5
4
） 

 

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
睦
大
会 

■時
7
月
２９
日
豸
午
前
９
時 

■所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
土
器
川 

■対
市
在
住
の
人 

■内
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
女
子
４０
歳
以

　
上
の
部
、
女
子
４０
歳
未
満
の
部
、

　
男
女
混
合
の
部 

■料
1
0
0
0
円 

■申
7
月
２５
日
貉
午
後
7
時
半
ま
で
に
、

　
市
民
体
育
館
内
親
睦
大
会
あ
て 

■問
市
体
育
協
会（
蘂
2
4
―
6
2
5
1
） 

 

実
習
船
「
香
川
丸
」
体
験
乗
船 

■時
7
月
２９
日
豸
午
前
8
時
４５
分
〜
正
午 

■対
成
人 

■定
２５
人
（
申
込
順
） 

■時
7
月
２９
日
豸
午
後
0
時
半
〜
3
時
半 

■所
大
　
造
船
所
（
蓬
萊
町
） 

■対
小
学
3
年
生
以
上
の
児
童
１
人
と

　
保
護
者 

■定
２５
組
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
円（
教
材
費
、傷
害
保
険
） 

締
め
切
り
＝
7
月
１３
日
貊 

■申
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

　
年
齢（
学
年
）、
電
話
番
号
、
希
望

　
日
を
明
記
し
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

　
で
県
立
多
度
津
高
等
学
校
・
体
験

　
乗
船
係
（
蘂
3
3
―
2
1
3
1
、

　
薨
3
3
―
2
1
3
2
） 

 

夏
休
み
親
子
講
座 

ハ
ー
ブ
石
け
ん
を
作
っ
て
み
よ
う 

■時
7
月
２７
日
貊
①
午
前
１０
時
②
午
後

　
2
時
（
１
時
間
半
程
度
） 

■所
市
民
会
館 

■定
各
8
組（
①
・
②
の
内
容
は
同
じ
） 

■料
2
0
0
0
円
（
材
料
費
、
飲
み
物

　
代
な
ど
を
含
む
） 

■申
ハ
ー
ブ
友
の
会
（
蘂
0
9
0
―
9
 

　
4
5
1
―
4
1
8
2
） 

香
川
労
働
局
か
ら 

●
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が 

　
全
面
施
行 

　
労
働
者
数
1
0
0
人
以
下
の
企
業

は
、
7
月
1
日
か
ら
次
の
制
度
が
適

用
と
な
り
ま
す
。 

①
育
児
短
時
間
勤
務
制
度 

　
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る

　
従
業
員
の
希
望
に
よ
り
利
用
で
き

　
る
、
短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
な

　
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

②
所
定
外
労
働
の
制
限 

　
同
従
業
員（
※
）の
希
望
に
よ
り
、

　
所
定
労
働
時
間
を
越
え
る
労
働
を

　
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

③
介
護
休
暇 

　
要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介
護

　
や
そ
の
他
の
世
話
を
行
う
従
業
員

　
は
、
対
象
と
な
る
家
族
が
1
人
で

　
あ
れ
ば
年
5
日
間
、
2
人
以
上
で

　
あ
れ
ば
年
１０
日
間
ま
で
休
暇
を
取

　
得
で
き
ま
す
。 

■問
同
局
雇
用
均
等
室
（
蘂
0
8
7
―

　
8
1
1
―
8
9
2
4
）
ま
た
は
、 

　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
へ 

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
や
脊
髄
、胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、

介
護
が
必
要
な
人
に
介
護
料
を
支
給

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保

護
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重
度
の
障
が

い
を
残
し
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家

庭
の
子
ど
も
に
、
義
務
教
育
が
終
了

す
る
ま
で
の
間
、
育
成
資
金
の
貸
し

付
け（
無
利
子
）を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■問
同
機
構
高
松
主
管
支
所
被
害
者
援

　
護
担
当
（
蘂
0
8
7
―
8
5
1
―

　
6
9
6
3
） 

 

不
正
改
造
車
排
除
に
ご
協
力
を 

　
国
土
交
通
省
で
は
、
不
正
改
造
車

を
排
除
し
、
車
両
の
安
全
確
保
や
環

境
保
全
を
図
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
不
正
改
造
車
の
情
報
提
供
な
ど
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

■問
同
省
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局

　（
蘂
0
8
7
―
8
8
2
―
1
3
5
5
） 

 

自
衛
官
採
用
試
験 

●
自
衛
官
候
補
生 

■時
男
子
、
女
子
と
も
受
付
時
に
通
知 

■対
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
人 

●
一
般
曹
候
補
生 

■時
9
月
１７
日
豢
（
一
次
試
験
） 

■対
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
人 

●
航
空
学
生 

■時
9
月
２２
日
豢
（
一
次
試
験
） 

■対
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
の
人 

締
め
切
り
＝
9
月
7
日
貊 

■問
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2 

　
3
―
6
4
2
0
） 

   

ｋ
ｉ
ｚ
ｕ
ｎ
ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

2
0
1
2
 

■時
7
月
２８
日
貍
午
後
1
時
２０
分
開
演 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

■内
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
相
愛
大
学

　
教
授
・
釈
徹
宗
さ
ん
、
精
神
科
医
・

　
香
山
リ
カ
さ
ん
、
東
京
工
業
大
教

　
授
・
上
田
紀
行
さ
ん
、
華
道
家
・

　
池
坊
由
紀
さ
ん
）、ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

　
イ
ブ
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

　
ー
・
ふ
く
い
舞
さ
ん
、
三
浦
明
利

　
さ
ん
） 

■料
無
料 

■他
満
席
の
場
合
入
場
制
限
あ
り 

■問
同
実
行
委
員
会
（
蘂
2
2
―
3
0
 

　
1
6
） 

 

か
が
わ
古
楽 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会 

■時
7
月
２２
日
豸
午
後
2
時
開
演 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■内
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
舞
台
で
用
い

　
ら
れ
た
音
楽
を
中
心
に
、
ル
ネ
サ

　
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ

　
パ
音
楽
を
、
そ
の
時
代
の
楽
器
と

　
歌
で
演
奏 

■料
無
料 

■問
白
石
さ
ん
（
蘂
0
8
7
―
8
4
1

　
―
8
5
2
6
） 

 

満
月
の
夕
べ 

■時
7
月
２８
日
貍
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
丸
亀
城
内
御
殿
表
門
広
場 

■内
三
線
の
生
演
奏
に
よ
る
盆
踊
り
、

　
音
楽
ラ
イ
ブ
（
雨
天
中
止
） 

■料
無
料 

■問
ふ
な
き
ち
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
8

　
2
8
7
―
6
3
6
2
） 

 

第
１１
回
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス 

■時
7
月
7
日
貍
午
後
6
時
〜
9
時 

■所
市
民
ひ
ろ
ば 

■内
エ
イ
サ
ー
団
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ビ

　
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
に
よ
る
演
奏 

■問
同
実
行
委
員
長
・
鐘
ヶ
江
さ
ん（
蘂

　
0
9
0
―
2
8
2
7
―
1
8
1
1
） 

 

※ 

さ
ん 

し
ん 



ホームページ 〒760-0018 高松市天神前5-18　ルモンド田中4Ｆ 
http://www.kagawakenminkyosai.or.jp/

お申込年齢／0歳～70歳未満の方 
※＝自動継続 

こども型 こども型 総合型 

お問い合わせと 
資料のご請求は 

熟年型 

0歳 65歳 85歳 18歳 
※ 

助けあいの心からうまれた保障 
香川県民共済生活協同組合 元気なお子様を 

しっかりサポート 
 

こども型 

65～85歳 
まで幅広く保障 

熟年型 

入院保障も 
死亡保障も 
セットされた 

総合保障型 

新型 
火災 
共済 

香川県内の 
住　居 

蕁087-862-3373㈹ 県民共済  検索  

広告  

宮野宮野病院病院 
みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 
蘆グ ル ープホ ーム　あ や うた 
蘆デ イ サ ー ビ ス　く り く ま 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

39年間ありがとう！ 市総合運動公園プール 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

●暑さに弱い私。
今年は引きこもら
ず最後の市総合運

動公園プールに行くぞ！（くぅちゃ
ん）●今月号は、夏休みのイベント
が盛りだくさん♪お気に入りを見つ
けて参加してね（凛）●わが家の庭
に、竹で作った「流しそうめん」セ
ットが完成。今年も流すぜぇ（もり）
●12詆城北の皆さんに感激。市民・
学・公がコラボ。朝顔と支柱のごと
し。花は皆で愛でます。（中年明） 
 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

夫
か
ら
の
暴
力 

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

筐 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 

 
一
緒
に
合
気
道
を
し
ま
せ
ん
か 

■時
毎
週
水
曜
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■問
堀
家
さ
ん（
蘂
2
4
―
5
7
7
0
） 

 

緑
の
勉
強
会
「
坂
出
緩
衝
緑
地
の 

木
に
つ
い
て
学
ぶ
」 

■時
7
月
8
日
豸
午
前
9
時
半
〜
正
午 

■所
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
（
坂

　
出
市
番
の
州
公
園
） 

■対
中
学
生
以
上 

■定
２０
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
） 

■内
同
公
園
の
樹
木
の
観
察
と
樹
木
医
・

　
川
西
さ
ん
に
よ
る
樹
木
の
説
明 

■料
無
料 

■問
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

　
同
事
務
所
（
蘂
4
5
―
6
8
2
0
） 

 

市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者 

養
成
講
座
参
加
者 

■時
7
月
１５
日
豸
、
8
月
5
日
豸
、
１９

　
日
豸
、
9
月
2
日
豸
、
１６
日
豸
午

　
前
9
時
半
〜
１１
時
半
（
全
5
回
） 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
第
3
会

　
議
室
（
た
だ
し
、
9
月
１６
日
は
飯

　
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
） 

■対
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
興
味

　
の
あ
る
人
な
ど 

■定
約
３０
人 

■料
1
回
5
0
0
円
（
傷
害
保
険
代
を

　
含
む
） 

■申
7
月
１０
日
貂
ま
で
に
、
市
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
協
議
会
（
蘂
2
3
―
3
4
 

　
7
0
）
ま
た
は
、
同
協
会
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
へ
。 

 

第
３０
回
ち
び
っ
こ
冒
険
学
校 

■時
7
月
２８
日
貍
〜
２９
日
豸（
1
泊
2
日
） 

■所
浦
山
川
（
愛
媛
県
土
居
町
） 

■対
小
学
3
年
生
〜
中
学
2
年
生
以
下 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
6
0
0
0
円
（
食
費
、
交
通
費
、

　
保
険
料
を
含
む
） 

《
説
明
会
》 

■時
7
月
２０
日
貊
午
後
7
時
半 

■所
善
通
寺
市
民
会
館 

■他
料
金
は
説
明
会
の
際
、
集
金 

■問
同
実
行
委
員
会
・
善
通
寺
山
の
会

　
佐
藤
さ
ん（
蘂
2
2
―
0
0
3
6
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
パ
ソ
コ
ン
教
室 

■時
7
月
2
日
か
ら
（
各
講
座
別
） 

■定
各
講
座
２０
人
（
申
込
順
） 

■内
パ
ソ
コ
ン
入
門
、
エ
ク
セ
ル
、
ワ

　
ー
ド
、
写
真
デ
ー
タ
の
保
存
な
ど 

■料
4
8
0
0
円
か
ら 

●
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室 

■時
7
月
１９
日
か
ら
8
月
３０
日
ま
で
の

　
毎
週
木
曜
午
前
１０
時
半
〜
１１
時
半

　
（
全
7
回
） 

■所
市
民
会
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

ア
イ
レ
ッ
ク
ス
か
ら 

●
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ 

■時
9
月
２９
日
貍
午
後
6
時
〜
9
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■対
２３
歳
〜
４５
歳
の
男
女 

■定
男
女
各
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
男
性
3
0
0
0
円
、
女
性
2
0
0
 

　
0
円 

■申
7
月
１４
日
貍
か
ら
ア
イ
レ
ッ
ク
ス

　
（
蘂
8
6
―
6
8
0
0
） 

 

誰
で
も
楽
し
く
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か 

●
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室 

■時
7
月
１３
日
〜
9
月
２１
日
の
毎
週
金

　
曜
午
前
9
時
半
〜
１１
時（
全
１０
回
） 

●
ボ
デ
ィ
ケ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室 

■時
7
月
１３
日
〜
9
月
２１
日
の
毎
週
金 

　
曜
午
後
7
時
１５
分
〜
8
時
４５
分（
全

　
１０
回
） 

■所
飯
山
総
合
運
動
公
園
体
育
館 

■他
参
加
料
必
要 

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飯

　
山
事
務
局（
蘂
9
8
―
6
8
0
0
） 

 

腕
相
撲
大
会 

■時
7
月
２９
日
豸
午
前
8
時
受
け
付
け
、

　
１０
時
半
開
始 

■所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
土
器
川 

■他
飛
び
入
り
参
加
可
能
、
小
学
生
は

　
無
料
・
当
日
受
け
付
け 

■問
参
加
費
用
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し

　
く
は
、
高
口
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―

　
2
8
2
7
―
3
8
3
9
）ま
た
は
、

　
三
谷
さ
ん
（
蘂
0
8
0
―
6
3
9
 

　
5
―
1
5
5
7
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
7
月
8
日
豸
午
前
8
時
半
、
市
役

　
所
前
集
合 

■所
塩
入
温
泉
・
帆
ノ
山
ひ
ま
わ
り
畑

　
（
ま
ん
の
う
町
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参 

■問
山
下
さ
ん（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

丸
亀
競
技
場
か
ら 

●
膝
痛
に
つ
い
て 

■時
7
月
１１
日
貉
午
後
2
時
〜
3
時
半 

■所
同
競
技
場 

■内
膝
痛
予
防
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

　
グ
や
動
作
方
法 

■料
無
料 

■申
同
競
技
場（
蘂
2
1
―
5
8
0
0
） 

●
小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室 

■時
8
月
3
日
貊
、
7
日
貂
、
１０
日
貊
、

　
１４
日
貂
、
２１
日
貂
、
２４
日
貊
、
２８ 

　
日
貂
午
後
2
時
〜
4
時（
全
7
回
） 

■対
小
学
4
年
生
〜
6
年
生 

■定
５０
人 

■料
2
5
0
0
円 

■申
7
月
3
日
貂
か
ら
同
競
技
場
（
蘂

　
2
1
―
5
8
0
0
） 

  

 
●おはなし会 
飯山＝7月14日貍午後2時 
中央＝7月28日貍午後3時 
●郷土にまつわる歴史講座 
　「坂本龍馬と勤皇の志士
　土肥七助」 
日時＝7月8日豸午後1時半 
場所＝中央図書館 
講師＝野藤等さん 
●はたらく車をつくろう 
日時＝7月14日貍 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児、小学生 

定員＝20人 
●夏休みだよ！全員集合 
　図書館寄席 
日時＝7月21日貍 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
講師＝白鷺亭楽笑さん 
〈郷土の人物展〉 
日時＝7月１日豸～ 
　　　8月30日貅 
場所＝中央図書館 
〈まんが本展〉 
日時＝7月21日貍～ 
　　　8月30日貅 
場所＝中央図書館 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　9日、16日、23日、30日、31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　2日、9日、16日、23日、31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　2日、16日、30日、31日 

『生きもののヘンな顔』 
小宮輝之・監修（幻冬舎） 

　下ぶくれ、ワケありな口もと、ふさふさまつ毛……。キンセン
イシモチ、チスイコウモリ、ヒトコブラクダといった生きものたち
のコミカルでちょっぴりグロテスクな顔を、オールカラーで紹介。 

『モモンガのはいたつやさん』 
ふくざわゆみこ・絵（文渓堂） 

『ピンピンコロリ体操』 
湯浅景元・文（世界文化社） 

　「粘り強さ」「力強さ」「柔らかさ」を身に付ける！寝たきりになら
ず元気な老後を過ごすための「ピンピンコロリ体操」を紹介。イスに
座ってできる体操、首の痛みや肩こりなどの症状別体操などを紹介。 

　モモンガさんは森で配達屋さんをしています。毎日、森のみんな
に、まごころをこめて荷物を配ります。ある日、ウサギのおばあさん
が焼いたにんじんケーキを森のみんなに届けに出掛けますが……。 

7月の休館日 

１９ １８ １８ 

　
平
成
23
年
度
は
34
件
の
Ｄ
Ｖ
相
談
が

子
育
て
支
援
課
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
被
害
例
の
一
部
で
す
。
Ｄ
Ｖ
と

は
配
偶
者
な
ど
に
よ
る
家
庭
内
暴
力
の

こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
は
女
性

で
す
。
「
夫
の
暴
力
は
あ
る
程
度
仕
方

が
な
い
」
と
す
る
男
性
中
心
の
社
会
の

慣
行
・
慣
習
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
夫
婦
だ
か
ら
と
言
っ
て
も
、
暴

力
は
許
さ
れ
ま
せ
ん（「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」

よ
り
）。 

　
「
訴
え

た
ら
虐
待

さ
れ
る
の

で
は
」「
そ

の
う
ち
夫

も
変
わ
っ

て
く
れ
る

の
で
は
」

「
家
庭
の
恥
に
な
る
か
ら
」「
子
ど
も
の

将
来
を
考
え
る
と
」
「
経
済
的
に
自
立

で
き
な
い
か
ら
」
な
ど
、
被
害
者
の
中

に
は
相
談
を
た
め
ら
う
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
で

は
解
決
し
ま
せ

ん
。
夫
や
恋
人

か
ら
の
暴
力
に

困
っ
て
い
る
人

は
す
ぐ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
名
前
や
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

◆
相
談
先
　
女
性
相
談
・
Ｄ
Ｖ
相
談 

　
蘂
２
３
―
２
２
０
１
（
月
〜
金
曜
午

　
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
） 

 

オープンスイムフェスタ2012

日時　7月15日豸 ・開場：午前7時・開会式：午前8時半 

●種目別競泳競技 
　小学生から一般まで年齢別・男女別
に分かれたスイマーが、25襷と50襷
の種目で日頃の練習の成果を競います。 

●初心者水泳教室 
　トゥリトネスの不破央さん、北京五輪
日本代表の藤野舞子さんらが、小学生
に水泳の楽しさを伝えます。 

　躍動感あふれる、トゥリトネスの「ウォーターボーイズショー」がやってきます。
思い出の詰まった市民プールに、ぜひお越しください。 

今年もウォーターボーイズ「トゥリトネス」参上！ 

市 体 育 協 会 蘂24-6251 
スポーツ推進課 蘂24-1392

不
破
央
さ
ん 

藤
野
舞
子
さ
ん 



ネムノキ ネムノキ 

夜になると小さな葉が閉じて、眠って
いるように見えることが名前の由来で
す。ピンク色の花に見える部分は、花
びらではなく雄しべです。（亀山公園） 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

N
o
.8
8
 

7
月
1
日
発
行
 
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
） 7
月
号
 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
 

〒
７６３
-８５０１

丸
亀
市
大
手
町
二
丁
目
3
番
1
号
 

T
E
L
2
3
-2
1
1
1（
代
表
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
ttp
://w
w
w
.c
ity.m

a
ru
g
a
m
e
.lg
.jp

広
報
丸
亀
 

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

飛 鷹　麗 星ち
ゃ
ん 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 
★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

大島未津己ち
ゃ
ん（左） 

おお しま ず み き 

佐彩ち
ゃ
ん（右） 

さ あや 

（H20.12.12生） 

（H23.9.1生） 

土 器 町 

ひ だか う ら ら  

（H22.8.18生） 
郡 家 町  

いつも仲良しの2人。 
かわいい笑顔をありがと！ 

毎日、かわいい笑顔をありがとう 
パパとママの宝物だよ螢 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

7月28日 

スマイルくん 

まるがめボート 
『新スタンド』オープン！！ 『新スタンド』オープン！！ 『新スタンド』オープン！！ 

《快適に観戦できます》 
　昭和44年の開設以来、43年ぶりに全面改築された新しい施

設は、以前の施設に比べコンパクトで省コストな設計です。そ

の一方、ガラスを多用した透明感あふれる外観や、吹き抜けの

高い天井を採用し、開放感を感じられる空間になっています。 

　一般席にはゆったりと座れるシートをご用意しました。指定

席のマリンシート、特別席のスカイシートにはペアシートやグル

ープシートを新たに導入し、様々なご要望にお応えできるよう

になりました。 

《まちづくりをお手伝いします》 
　新スタンドを含む施設改善は、これまでの積立

金やナイターレース開催などで得られた収益金で、

全て行うことができました。 

　競艇事業は開設以来、約1千180億円を市の

一般会計に繰り出してきました。新施設のオープ

ンを機に、さらなる収益の増加をはかり、丸亀市

のまちづくりへの貢献を目指します。 

《レース以外にも楽しみが》 
　多彩な楽しみ満載のイベントホール、新しい店舗が加

わったフードコートやレストラン、スタイリッシュなカ

フェ、お子さん連れでも安心のキッズルームなど、レー

ス観戦以外でも楽しんでいただけます。バリアフリー化・

完全分煙化など、幅広い年代にご利用いただける施設で、

皆さんの来場をお待ちしています。 

日時：8月4日貍午前10時～正午 
場所：丸亀ボートレース場 
対象：中学生以上60歳未満の人 
定員：40人（応募者多数の場合は抽選） 
申し込み：7月23日豺までにホームページ（http://www. 
　marugame-kyotei.jp）の応募フォームか郵送（〒763-
　0011 富士見町4-1-1 丸亀ボートペアボート係） 
問い合わせ：競艇事業部 蘂23-5141

フ
ー
ド
コ
ー
ト
完
成
予
想
図 

ペアボート試乗体験会 

完成間近の新スタンド 

競艇事業部 蘂23-5141


